
神
かみ

様
さま

の み言
こと

葉
ば

を

たくわえる

　まずい ことに なりました。砂
すな

場
ば

の ふちに 
きれいな 青

あお
い スコップと バケツが あるのを 

見
み

て、だれも それで 遊
あそ

んでいないようだった
ので、トーマスは それで 遊

あそ
び始

はじ
めたのです。

　（ちょっとの 間
あいだ

だけさ。）　トーマスは 
そう 思

おも
いました。（きっと、だれも 気

き
づきや 

しないさ。）

　「それ、わたしの スコップと バケツなんだ
けど！」　砂

すな
場
ば

で 遊
あそ

んでいた もう 一
ひとり
人の 

女
おんな

の子
こ

、メリッサが さけびました。「人
ひと

の 物
もの

を 
ぬすんだわね！」



「もう 遊
あそ

んでいないと 思
おも

っただけだよ。」と、
トーマス。

　「それでも 同
おな

じよ。」　メリッサは、
トーマスから スコップと バケツを さっと 
取
と

り返
かえ

しました。「聞
き

かないで 取
と

るのは、
ぬすむのと 同

おな
じ ことだわ。」　そう 言

い
うと、

メリッサは わきの 下
した

に バケツを かかえ、
プンプン おこって 行

い
ってしまいました。

　トーマスは、もう 遊
あそ

ぶ 気
き

には なれません
でした。お母

かあ
さんと お姉

ねえ
ちゃんの ケイトが 

ブランコに 乗
の

っている ところに 行
い

きました。

　「そんなに しょげて、一
いっ

体
たい

 どうしたの？」　
お母

かあ
さんが 聞

き
きました。

　「ぼく、メリッサの おもちゃで 遊
あそ

んでたんだ。
メリッサが もう 遊

あそ
んでいないと 思

おも
って・・・。」

　「公
こう

園
えん

で ほかの 子
こ

の おもちゃを 取
と

っちゃ 
いけないの、わかってるでしょ。」　頭

あたま
を 横

よこ
に 

ふりながら、ケイトが 言
い

いました。

　「うん・・・。」　口
くち

ごもりながら トーマスが 
言
い

いました。「だけど、すぐに わすれちゃうんだ。」



　「母
かあ

さんも、正
ただ

しい ことを するのは 
大
たい

変
へん

だったわ。」

　トーマスは 思
おも

わず、お母
かあ

さんのほうを 
見
み

上
あ

げて 言
い

いました。「本
ほん

当
とう

？」

　「ええ、本
ほん

当
とう

よ。今
いま

だって、そういう ことは
あるわ。でも、あなたくらいの 時

とき
は、特

とく
に 

大
たい

変
へん

だったのよ。でもね、ある日
ひ

 お父
とう

さんが、
聖
せい

書
しょ

に 書
か

かれている 賢
かしこ

い 人
ひと

についての 
お話

はなし
を してくれたの。その 人

ひと
も、正

ただ
しい ことを

わすれないように するのが 大
たい

変
へん

だったんで
すって。」　思

おも
わず、ケイトと トーマスは、

お母
かあ

さんのほうに 乗
の

り出
だ

しました。「だけど 
その 人

ひと
は、わすれないように する コツを 

学
まな

んだのよ。詩
し

篇
へん

の 中
なか

で、王
おう

様
さま

 ダビデが 
神
かみ

様
さま

に こう 言
い

っている ところが あるの。
『わたしは あなたに むかって 罪

つみ
を おかす 

ことの ないように、心
こころ

の うちに み言
こと

葉
ば

を 
たくわえました。』1」
　「それって、どういう 意

い
味
み

なの、お母
かあ

さん。」
　トーマスが 聞

き
きました。
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し
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「それはね、心
こころ

を 神
かみ

様
さま

の み言
こと

葉
ば

で いっぱいに 
すれば、まわりの 人

ひと
たちに 対

たい
して 正

ただ
しい 

行
おこな

いが できるように なるという ことなの。
ほかの 人

ひと
を きずつけないように、がんばれる

ように なるのよ。神
かみ

様
さま

の み言
こと

葉
ば

を 知
し

っていると、
正
ただ

しい ことを するのに 役
やく

立
だ

つの。」

　「だけど、どうやって 神
かみ

様
さま

の み言
こと

葉
ば

を 心
こころ

の 
中
なか

に たくわえるの？」と、ケイトが 聞
き

きました。

　「シャツの 中
なか

に 聖
せい

書
しょ

を かくしておくの？」　
トーマスが、ニヤッと 笑

わら
って 言

い
いました。

　お母
かあ

さんは ほほえみました。「神
かみ

様
さま

の 
み言

こと
葉
ば

を 勉
べん

強
きょう

して 暗
あん

記
き

すれば、心
こころ

の 中
なか

に 
たくわえられるのよ。そうすれば、どうするべきか 
考

かんが
える ときに、神

かみ
様
さま

の み言
こと

葉
ば

から 学
まな

んだ 
ことが 心

こころ
に うかぶように なるの。思

おも
い出

だ
すのよ。

ちょうど、神
かみ

様
さま

の み言
こと

葉
ば

で かくれんぼする
みたいな ものね！」



　「ふ～ん。おもしろそう。」とケイト。「たった 
今
いま

、わたしたちの 心
こころ

の 中
なか

に 何
なか

か たくわえる 
ことも できるの？」

　「今
きょう

日 たくわえておくのに いい 聖
せい

句
く

が あるわ。
『心

こころ
を つくして 主

しゅ
に 信

しん
頼
らい

せよ、自
じ

分
ぶん

の 知
ち

識
しき

に 
たよっては ならない。すべての 道

みち
で 主

しゅ
を 認

みと
めよ、

そうすれば、主
しゅ

は あなたの 道
みち

を まっすぐに 
される。』 2

　この 聖
せい

句
く

はね、もし わたしたちが 神
かみ

様
さま

に 
寄
よ

り頼
たの

み、自
じ

分
ぶん

の する ことに ついても 主
しゅ

を 認
みと

め、
自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えでは なく、神
かみ

様
さま

の 教
おし

えに 従
したが

うよう 
最
さい

善
ぜん

を つくせば、神
かみ

様
さま

は わたしたちが 正
ただ

しい 
ことが できるように 導

みちび
いてくださると 教

おし
えて

くれているの。」

　トーマスと ケイトは、お母
かあ

さんと いっしょに 
その 聖

せい
句
く

を 何
なん

度
ど

か くり返
かえ

して 言
い

いました。
すると、トーマスは ある ことを 思

おも
いつきました。

2 口
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語
ご

訳
やく

聖
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　「お母
かあ

さん、ぼく、何
なに

も 言
い

わないで 
メリッサの ものを 取

と
っちゃった こと、

あやまってくるよ。あやまるの、
わすれてたから。」

　「それは いい 考
かんが

えね。じゃあ、いっしょに 
行
い

きましょうか。」　お母
かあ

さんも 言
い

いました。

　「そうね。」　ケイトも うなずきました。

　「どう するのが 正
ただ

しい ことなのか 
わかって、うれしいな。」　トーマスも 
言
い

いました。

　「わたしも うれしいわ。」と お母
かあ

さん。

終
お

わり
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聖
せい

句
く
：わたしは あなたに むかって 罪

つみ
を おかす 

ことの ないように、心
こころ

の うちに み言
こと

葉
ば

を 
たくわえました。（口

こう
語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

、詩
し

篇
へん

 119:11）


